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é ᄯƈはᬳϴᇆのᖝᄯǉǓにଃきΙǌなƕい。
Ƌい

é Ϊӥは3�1�としてᖥ算しなƕい。
Ǌつ

é ൄᙶႴはኧƈないǂのとしまƙ。
Ʋ Ɯい

౾の にあてはまる数をǁなƕい。

唄 2�ᬲ322iᬾ᭄

欝 50�i35᬴1���i3�5᭄

１ ᬼ ２
蔚 10 ᬴�5�2h ᬲ �i0�5᭄ᬽ 12 ᬺ

౾の問いにᄯƈなƕい。

唄 ǮȞȯトǨȯǤᬳǸȞǪレȯトǨȯǤᬳǸȯǱǨȯǤのɬƋǉ１̧とᬳᆼᏂƋǪȯȉȯのどちǉƋをឞǓでᬳ
こ こƆ

ǨȯǤとᦩƿຖのǲǺトを೪ǁまƙ。ǨȯǤとᦩƿຖのǲǺトは˥ᝪǊあǊまƙƋ。

欝 ᭈӋᬳᭉӋᬳᭊӋᬳᭋӋᬳᭌӋのɬƋǉᬳʱતのતを２ʪឞƳまƙ。તのᇚƿ合Ǐƛは˥ᝪǊあǊまƙƋ。

蔚 ҹの図のǈƆなᬳᖙにʟǏるញがあǊまƙ。このញをᝪってᬳᭈ֫点Ƌǉᭉ֫点

までଉဪのញのǊで行くときᬳƝのញᥱは˥ᝪǊあǊまƙƋ。

鰻 ƕが12ᬭのᦢが150᭮あǊまƙ。このᦢにを50᭮Хƈて൨Ɯるとᬳƕは˥ᬭになǊまƙƋ。
こ ま
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姥 ҹの図のǈƆなᭈᬳᭉᬳᭊのᬺ֫点があǊまƙ。あƋƭƕǓはᬳ

ᭈ֫点Ƌǉᭉ֫点までは分�0᭴でಘきᬳᭉ֫点Ƌǉᭊ֫点までは

分�0᭴でಘきました。あƋƭƕǓがᭈ֫点Ƌǉᭊ֫点までಘいた

ときのֱߛのƕは分˥᭴でƙƋ。
きǓ

厩 ҹの図のǈƆにᬳたてᬽɑᬳృ10ɑのᢔࡈの͋شにᬳѰ࡚１ɑ

のΪがあǊまƙ。このΪがᢔࡈのにƝってᜂがǊᬳᢔࡈのま

ǏǊを１ӥƙるときᬳΪがйいたあとの図ࡈのは˥或になǊま

ƙƋ。

浦 10Ϊがᬻᬳ50ΪがᬺあǊまƙ。このᬾのဿᙧを１ƚ
まい こƆ

つፋйᙨاにΙǌまƙ。ဿᙧをΙǌるᥱཡは˥ᝪǊあǊまƙƋ。
はǓ

ただしᬳᬻの10Ϊはѥϴƛƚᬳᬺの50ΪǂѥϴしまƛǓ。

瓜 ҹの図のᭈᮅᭌのᬼƋ५をᬳとなǊ合Ɔូ分がӅƘᎁになǉない

ǈƆにƬǊ分Ƒまƙ。˵Ɔことができるᎁはŵᚡᬳ᤺ᬳᬳሐŶの

ᬻᎁだƑでƙ。このᬻᎁをƙƹて˵ってƬǊ分Ƒる場合ᬳᎁのƬǊ

は˥ᝪǊあǊまƙƋ。

�図１�のǈƆなᬳˤをᇚƿ合Ǐƛたࡈの

۸ծがあǊまƙ。この۸ծにᬳ۸ծがკの ຨ
ǈƆ ƘǇƆ

उƋǉɖۧのЕ合でをΙǌました。�図２�の
たい ǏǊ

ǧȠȌはᬳをΙǌٷǁてƋǉの時間との

ᨔƕのᢤ̊をᔨしたǂのでƙ。こǌについてᬳ

౾の問いにᄯƈなƕい。

唄 ۸ծにΙǌたのЕ合はᬳೀႣ˥安でƙƋ。

欝 �図２�のǙにあてはまる数をᄯƈなƕい。
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あるԪԇを１̧500Ϊで20̧ʷΙǌᬳʷΙǌ̳のᬽЕの϶࿚を見ᝁǓでۧ̂をつƑました。こǌについてᬳ౾の
ƭ ƈき こ Ƌ

問いにᄯƈなƕい。

唄 このԪԇ１̧のۧ̂は˥ΪでƙƋ。

欝 このԪԇをۧ̂でاǊϣしましたがᬳᬺ̧اǌಧǊました。このᬺ̧はۧ̂のᬻЕࠩきにしたとこǍƙƹてا

ǌました。このときのΚˤの϶࿚は˥ΪでƙƋ。

ǆƆきƕǓはᬳ1�00᭴はなǌているᭈ֫点とᭉ֫点の間を

しました。ǆƆきƕǓはᭈ֫点をϣྼしᬳはƘǁは分ࡖ１
ƊƆƵく

1�0᭴でᚦってᭉ֫点にӊƋいましたがᬳᝥɬƋǉはɖۧ
と

のƕでಘきᬳᭉ֫点をএǊᝈしたࡠǂӅƘƕでಘいてᭈ

֫点までǂどǊました。ҹのǧȠȌはᬳǆƆきƕǓがᭈ֫点

をϣྼしてƋǉの時間とᭈ֫点ƋǉのきǇǊのᢤ̊をᔨした

ǂのでƙ。こǌについてᬳ౾の問いにᄯƈなƕい。

唄 ǆƆきƕǓのಘくƕは分˥᭴でƙƋ。

欝 ǧȠȌのǙᬳイにあてはまる数をᬳƝǌƞǌᄯƈなƕい。

ҹの図のǈƆなᢔࡈᭈᭉᭊᭋがᬳᖙに૾

がるএǌሔ鞍にƝってᬳ図の˟ቴƋǉဥҀの

ӊにƙƹǉないǈƆにᜂがǊまƙ。Ɲしてᬳᢔ

ࡈの 点ᭈがή Ƴএǌሔ鞍と៶なったとこ
ちǇƆ Ƶたた

ǍでಔまǊまƙ。こǌについてᬳ౾の問いにᄯ

ƈなƕい。ただしᬳᢔࡈᭈᭉᭊᭋのܚᖙሔの

ᢔƕは10ɑでƙ。

唄 点ᭈがйいたあとのሔのᢔƕは˥ɑにな

ǊまƙƋ。

欝 点ᭈがйいたあとのሔとএǌሔ鞍に֓まǌたូ分のは˥或になǊまƙƋ。
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ᬷᬳ１ᬳ２ᬳᬺのᬻႽᦐのǢȯȀがたくƕǓあǊまƙ。こǌǉのǢȯȀのƆちᬺをなǉƹてᬳᬺƑたの੶数を

˪Ǌまƙ。こǌについてᬳ౾の問いにᄯƈなƕい。

唄 ᬺƑたの੶数はΚូで˥ᝪǊできまƙƋ。

欝 ᬺƑたのᬺの̨数は˥ᝪǊできまƙƋ。

蔚 ᬺƑたの੶数ᭈとᬳ੶数ᭈǈǊᬿܨƕいᬺƑたの੶数ᭉを˪Ǌまƙ。このǈƆな੶数ᭈᬳᭉのᇚƿ合Ǐƛは˥

ᝪǊあǊまƙƋ。

�図１�はˤのࡈの۸ծでᬳ۸ծの߭はᬳ͋とߛ行なᢔࡈのʷϪǊでᭈᬳᭉᬳᭊのᬺつのូ分に分Ƒǉ

ǌていまƙ。またᬳᭉᬳᭊの間のʷϪǊのᨔƕをŘɑとしまƙ。この۸ծにᬳ۸ծがკのຨउƋǉᅊ᭗とᅊ᭘を

ᢛƑてをΙǌました。このときᬳᅊ᭗はೀႣ30安のЕ合でᭈのូ分にをΙǌᬳᅊ᭘はೀႣ�0安のЕ合でᭊのូ

分にをΙǌまƙ。�図２�のǧȠȌはᬳᅊ᭗とᅊ᭘をӅ時にᢛƑてƋǉの時間とᭉのូ分ののᨔƕのᢤ̊をᔨ

したǂのでᬳ�図２�のŘǂ�図１�のŘとӅƘ数をᔨしまƙ。こǌについてᬳ౾の問いにᄯƈなƕい。ただしᬳʷϪ

ǊのҍƕはኧƈまƛǓ。
あつ

唄 ᭈᬳᭉᬳᭊのូ分ののᨔƕについてᬳ౾のǙᬳイᬳǝᬳǟを時間がનいᥱになǉƹなƕい。たとƈưᬳ１

ཡにǙᬳ２ཡにイᬳᬺཡにǝᬳᬻཡにǟになる場合ᬳᖝᄯǉǓにはŵǙúイúǝúǟŶとଃきまƙ。

Ǚᭁᭈのូ分ののᨔƕが15ɑになる。 イᭁᭉのូ分ののᨔƕが15ɑになる。

ǝᭁᭉのូ分ののᨔƕがŘɑになる。 ǟᭁᭊのូ分ののᨔƕがŘɑになる。

欝 �図２�の xにあてはまる数をᄯƈなƕい。

蔚 �図２�の yにあてはまる数をᄯƈなƕい。
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氏名＿＿＿＿＿＿＿　　　点数＿＿＿＿



 ５年生 解答と解説５年生 解答と解説 

算 数

５
宗 唄 74 欝 ９ 蔚 ６
就 唄 ６ 欝 10 蔚 10 鰻 ９ 姥 72 厩 76.56 浦 35 瓜 48

州 唄 75 欝 15

修 唄 800 欝 5040

愁 唄 45 欝 ６・1080

拾 唄 53.38 欝 283.5

洲 唄 48 欝 16 蔚 18

秀 唄 エ・イ・ア・ウ 欝 124 蔚 264

解 説

就 唄 ケーキは３通り，飲み物は２通りですから，セットは，

３×２＝６(通り)

欝 ５人から２人を選ぶ組み合わせですから，

５×４
＝10(通り)２×１

蔚 右の図の10通りです。

鰻 とけている食塩の重さは変わりませんから，

150×0.12＝18(ｇ) ……食塩の重さ

18÷(150＋50)＝0.09 → ９％ ……求める濃さ

姥 平均の速さ＝道のりの合計÷時間の合計より，

720＋360＝1080(ｍ) ……道のりの合計

720÷80＋360÷60＝15(分) ……時間の合計

1080÷15＝72(ｍ/分) ……平均の速さ

厩 円が動いたあとは右の図のかげの部分(うすい部分＋濃い部分(四分円))です。

２×{(６＋10)×２}＝64(或)

……うすいかげの部分の面積

１64＋２×２×3.14× ×４＝64＋４×3.14４

＝76.56(或)

……求める面積

浦 「右の図の７か所から50円玉の３か所を選ぶ」と考えることができます。し

たがって，求める順番(７か所から３か所を選ぶ組み合わせの数)は，

７×６×５＝35(通り)
３×２×１

瓜 ５か所を４色でぬる場合，５か所のうち２か所を同じ色でぬります。同じ色でぬることができる場所の組み合

わせは，「ＡとＣ」，「ＡとＤ」の２通りです。「ＡとＣ」を同じ色でぬる場合は，

ＡとＣ：何色でもよいので４通り

Ｂ ：「ＡとＣ」以外の３通り

Ｄ ：「ＡとＣ，Ｂ」以外の２通り

Ｅ ：「ＡとＣ，Ｂ，Ｄ」以外の１通り

「ＡとＤ」を同じ色でぬる場合も24通りありますから，全部で(24×２＝)48通りです。

４×３×２×１＝24(通り)

Ａ

１

１

１

３

１

２ ３

６

１

４

10Ｂ

(１×２＝)
２㎝

６㎝

10㎝

１枚目 ２枚目

このうち３か所(３枚)が50円玉

３枚目 ４枚目 ５枚目 ６枚目 ７枚目

第３回 公開組分けテスト

（2022.６.12）

予習シリーズ

５年㊤第15回
２５０５３１宿題プリント（2206組み分けより）



瓜別解 この図形は３色ではぬり分けることができませんから，「４色でぬる＝すべてのぬり方」です。積の法則で

「すべてのぬり方」を求められるか考えると，たとえばＥ→Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄの順(※参照)に１か所ずつ色を決

めると積の法則が使えます。

Ｅ：何色でもよいので４通り

Ａ：「Ｅ」以外の３通り

Ｂ：「Ｅ，Ａ」以外の２通り

Ｃ：「Ｅ，Ｂ」以外の２通り

Ｄ：「Ｅ，Ｂ，Ｃ」以外の１通り

※ 上の に「同じ色でぬる可能性がある部分(ＡとＣ，ＡとＤ)」がふくまれると，積の法則は使えません。たと

えば，Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ａの順では使えますが，Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅの順だと使えません。

州 唄 右の図のように上段，下段に分けます。グラフより，下段は高さが５㎝で，

12秒で満水になるとわかりますから，

10×18×５＝900(安) ……下段の水量

900÷12＝75(安/秒) ……水の割合

欝 アは，上段に水が(16－12＝)４秒入ったときの水面の高さです。

75×４＝300(安) ……上段に入った水量

300÷(６×５)＝10(㎝) ……上段の水面の高さ(５㎝より上の高さ)

５＋10＝15(㎝) ……ア

修 唄 500×(１＋0.6)＝800(円)

欝 売り上げと仕入れ値の差が利益ですから，

800×(１－0.4)＝480(円) ……定価の４割引き

800×(20－３)＋480×３＝15040(円) ……全体の売り上げ

15040－500×20＝5040(円) ……全体の利益

愁 唄 グラフより，22分後にＢ地点を折り返し，62分後にＡ地点にもどっていますから，

62－22＝40(分) ……帰りにかかった時間(1800ｍ歩く時間)

1800÷40＝45(ｍ/分) ……歩く速さ

欝 アは行き(Ａ→Ｂ)で走った時間，イは走った道のりです。わかっていることをまとめると，

180ｍ/分で走る
}合計22分で1800ｍ進む

45ｍ/分で歩く

これより，つるかめ算の考え方で，

(1800－45×22)÷(180－45)＝６(分) ……ア(走った時間)

180×６＝1080(ｍ) ……イ(走った道のり)

拾 唄 下の図のように動き，Ａが動いたあとは太線です。濃いかげの部分は四分円，うすいかげの部分は半円(※参

照)ですから，求める長さは， ※中心角が(360－90×２＝)180度のおうぎ形です。

１ １ １６×２×3.14× ＋10×２×3.14× ＋８×２×3.14× ＝17×3.14＝53.38(㎝)４ ２ ４

欝 求める面積は，図のかげの部分の面積と，しゃ線の三角形２

個の面積(＝長方形ＡＢＣＤの面積)の合計です。したがって，

１ １ １６×６×3.14× ＋10×10×3.14× ＋８×８×3.14×
４ ２ ４

＝75×3.14

＝235.5(或) ……かげの部分の面積

235.5＋６×８＝283.5(或) ……求める面積

４×３×２×２×１＝48(通り)

５㎝

18㎝
10㎝

６㎝

上

下

５㎝

Ｃ
○

×○

×

８㎝
６㎝

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

10㎝

○＋×＝90°



洲 唄 ０は百の位になりませんから，百の位は０をのぞいた３通りで，十の位，一の位は４通りずつあります。した

がって，全部で，

３×４×４＝48(通り)

欝 各位の数字の和が３の倍数であれば，その整数は３の倍数です。まず，和が３の倍数になる組み合わせを調べ

ると，次のようになります。

それぞれのならべ方は，

Ａ，Ｄ，Ｅ，Ｇ：それぞれ１通り

Ｂ ：０が十の位か一の位の２通り

Ｃ ：３×２×１＝６(通り)

Ｆ ：０は百の位にならないので(２×２×１＝)４通り

したがって，全部で，

１×４＋２＋６＋４＝16(通り)

蔚 Ａ＝アイウ，Ｂ＝エオカとすると，右の筆算になります。ウ－カ＝８となる数字はありません

から，くり下がりに気をつけて一の位から順にあてはまる数字を調べると，

一の位：10＋ウ－カ＝８ → {ウ＝０，カ＝２}，{ウ＝１，カ＝３}

十の位：イ－１－オ＝０ → {イ＝１，オ＝０}，{イ＝２，オ＝１}，{イ＝３，オ＝２}

百の位：ア－エ＝０ → {ア＝エ＝１}， {ア＝エ＝２}， {ア＝エ＝３}

求める数の組み合わせは，一の位，十の位，百の位の数字の組み合わせから１個ずつ選んで作ることができます。

したがって，求める組み合わせは，

２×３×３＝18(通り)

秀 唄 容器を右の図のａ，ｂ，…… のように区切って考えます。

グラフより，ｂに水が入り始めるのは64秒後で，64秒後につい

て次の３通りが考えられます(15㎝，□㎝は水面の高さです)。

・64秒後にａが15㎝になり，ｂにＰの水が入り始める。

・64秒後にｃが□㎝になり，ｂにＱの水が入り始める。

・上の２つが同時におこる。

ただし，ｂが15㎝になってから( x秒後から)183秒後までは，

水面の高さが15㎝のまま変わりません。これより， x秒後の時

点ではａが15㎝になっておらず， x秒後からはＱの水もａに入

ったとわかります。したがって，

ｃが□㎝ → ｂが15㎝(Ｑの水) → ａが15㎝(途中からＱの水も入る) → abにＰ，Ｑの水が入る

となりますから，答えは「エ→イ→ア→ウ」です。

欝 ａが15㎝になったのは183秒後ですが， x秒後から183秒後まではａにＱの水も入っています。これより，

20×36×15＝10800(安) ……ａの水量

30×183＝5490(安) ……Ｐからａに入った水量(０秒後～183秒後)

10800－5490＝5310(安) ……Ｑからａに入った水量( x秒後～183秒後)

5310÷90＝59(秒) …… x秒後～183秒後

183－59＝124(秒) …… x
蔚 ｂに水が入った時間は64秒後から124( x )秒後までです。これより，わかっていない長さ，高さを求めると，

90×(124－64)＝5400(安) ……ｂの水量

5400÷15÷20＝18(㎝) ……ｂの横の長さ

30－18＝12(㎝) ……ｃの横の長さ

90×64＝5760(安) ……ｃの水量

5760÷(20×12)＝24(㎝) ……Ｂ，Ｃの間の仕切り板の高さ(□)

y はＢの部分の水面の高さが24㎝になった時間ですが，これは容器全体の水面の高さが24㎝になった時間と考え

ることができます。したがって，

20×(36＋30)×24÷(30＋90)＝264(秒)

[和が９]

３ ３ ３ → Ａ

[和が６]

３ ３ ０ → Ｂ

２ １ → Ｃ

２ ２ ２ → Ｄ

[和が３]

３ ０ ０ → Ｅ

１ ０ → Ｆ

１ １ １ → Ｇ

２

ア イ ウ

エ オ カ－

０ ０ ８

Ａ Ｂ Ｃ

ａ ｂ

ab

ｃ

15㎝

36㎝ 30㎝

□㎝

Ｐ Ｑ

abc


